
 

株式会社ドリーム・アーツ 

山本 孝昭 

DreamArtsは創業以来、（財）日本盲導犬協会の賛助会員として盲導犬の普及・発展を支援しています。 

エコに通じるクラウドの大潮流と 

ビジネスITの今後 



福岡県 
テレビ朝日 

聖教新聞 創価学会 

豊田自動織機 

素晴らしいお客様に選んでいただきました 

ファミリーマート 

http://www.mainichi.co.jp/index.html
http://www.jaxa.jp/
http://www.nri.co.jp/index.html
http://www.autobacs.co.jp/ja/index.php
http://www.itfor.co.jp/index.html
http://www.kobayashi.co.jp/index.html
http://www.kyuden.co.jp/
http://www.mol.co.jp/menu-j.html


株式会社ドリーム・アーツ 

  本社： 渋谷区恵比寿４-２０-３ 恵比寿ガーデンプレイス２９階 

  広島ラボ： 広島県広島市中区基町13-13 

100%子会社： 夢創信息(大連)有限公司 大連Software Park 

連結子会社：（株）ドリーム・アーツ沖縄  

山本孝昭 

1996年12月 

300,000千円（2009年8月現在） 

大企業向けソフトウェア製品の開発及び販売 

システム・コンサルティング及びシステム開発サービスの提供 
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東京本社 

社   名 

所在地 

 

 

 

代表取締役 

設   立 

資本金 

事業内容 

 

主要パートナー 

 

 

IIJ、PFU、 NRI、 NTTコミュニケーションズ、TIS、東芝ソリューション、 

日立ソリューションズ、  他  

会社紹介 



インターナショナルなスタッフ 

東京大学、大学院 

京都大学、大学院 

大阪大学大学院 

東北大学 

横浜国立大学 

広島大学 

 

北京大学、大学院（中国） 

清華大学、大学院（中国） 

復旦大学（中国） 

上海交通大学（中国） 

大連理工大学（中国） 

大連外国語大学（中国） 

ダナン工科大学（ベトナム） 

ドリーム・アーツは、日本、中国をはじめ、6カ国（日本、中国、インド、ドイツ、 

ベトナム、韓国）の優秀なスタッフが働く、アジアの企業です。 

慶應義塾大学 

早稲田大学 

東京理科大学 

同志社大学 

広島修道大学 

Darmstadt University of Technology（Germany） 
University of Madras（India） 



コンセプト 
－ 私たちのソリューション・コンセプト － 



パソコンに拘束される時間を最小化! 



基本認識（コンセプトの前提）① 

あらゆる組織・企業が直面する新たなパラダイム 
  

1. HowからWhatの時代 

 「どうやるか」ではなく「何をするか」 
• 皆が「何をすべきか」を知っている中では「上手くやった者」が勝者 

• ボーダレス、非連続＆突発性の中では“What”が勝負を決める 

 

2. ボーダレス化：あらゆる【境界線】が薄れている 

 国、市場、経済、産業、業種、職種、組織、技術、仕事、文化、性別・・・ 
• 旧来の枠組みや結合の崩壊と、新しく多様な相互依存関係の誕生 

 

3. 非連続＆突発性の伸展 

 突発的で急激な環境(経済、産業、技術、価値観、価格・・・)変化 
• 21世紀モデルへの移行期→既成概念での連続性は薄れる 

 

4. ICT*の爆発的な普及 
 インターネット、WWW、メール、データベース、携帯端末・・・ 

• 情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝも爆発的に増加 

 

 
ICT*=Information & Communication Technology  



基本認識（コンセプトの前提）② 

必然的に発生した組織・企業の問題 
  

1. 情報とコミュニケーションの洪水・氾濫状態 

 ICT*の爆発的な伸展で情報とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは人間の処理可能量を大幅に超過 

• 今や【洪水・氾濫状態】がユビキタスに 

 

2. 良質・有益なアナログ時間の激減 

 考察時間、親密な関係性を育む時間の大幅減少 
• 「いちいちじっくりと考える暇がない、こなすだけで精一杯・・・」（特にミドルマネジメント） 

• 隣席の同僚にもメールでやりとり 「誰が何をし、何を考えているか分からないor関心なし」（現
場） 

 

3. ヒトの本質的な効率と創造性が劣化 

 同僚や組織への共感力が薄れ、文脈の共有も低下 
• 本来“目くばせ＝アイ・コンタクト”でも意思疎通できる事柄もメール（CC、BCCも織り交ぜ洪水を

助長）  

 付加価値の低い仕事が、本来的に付加価値の高い仕事を駆逐 



 

ITに拘束される時間を最小化! 
  

  

良質なアナログ時間＝行動する時間 
を取り戻し、 

組織の本質的な効率性と創造性の向上に貢献する 

情報とコミュニケーションの洪水・氾濫状態を 

治水 



実務現場に向けたトータル・ソリューション 



“ＩＴを上手に使う！” 
 

これが当たり前の様に目的化していませんか？ 

 

追求すべき＝目的とすべきは 

 

ＩＴを上手く使った上で 

“何をするか？ 何を変革するのか？” 
 

何＝Ｗｈａｔが大切！ 



「IT断食」のすすめ 朝日新聞 2/8 



遠藤 功 先生 
 

早稲田大学ビジネススクール教授 

株式会社ローランド・ベルガー会長 



【自動車メーカー】から 

【総合モビリティ・ソリューション企業】・・・!? 

 

自動車業界の“クラウド”!? 



“クラウド”を見た事ありますか？ 

 

 

クラウドを見てみましょう！ 





DreamArts Confidential 
2014/10/3 
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所有しているので 

自分たちで全て面倒をみる 

コンピューティングリソースをクラウドからオンデマンドで調達。 

所有しないことで、 

身軽に、重要分野に集中すし、すばやく価値を提供 

 

しかも安く！ 



DreamArts Confidential 
2014/10/3 
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BEFORE AFTER 

業務処理のピーク時間に応じて、 
ＩＴリソースを柔軟＆ダイナミックに割り当てる 



DreamArts Confidential 
2014/10/3 
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時間 

コンピューティング 

リソース 

需要 

ハードウェアの入れ替え 
ムダ 

ムダ 

ムダ 

負荷の増加にしたがってシステムも 

ジャストインタイムに増強 
 

ムダを排除することで低コストを実現。 

ハード入れ替え 



デモンストレーション 



20世紀モデル から 21世紀モデルへ 

２０世紀モデル 

２１世紀モデル 

1990 2000 2010 

“所有偏重”からの離脱 
皆がシェアすることでスケールメリットが生まれ、そのテコの効果が 

さらなるテクノロジーの一般化を加速も．．． 



ビジネスＩＴの大転換期 

• 張り巡らされた高速ネットワーク網 

• 利用シーンの爆発的な拡大 
• スマートデバイス 

• 音声オペレーション 

• ウェアラブル・デバイス 

• クラウド 
• 所有からの離脱 

• さらなるハイテクのコモディティ化 

• キャッチアップ から 変革 
• ITが業務をキャッチアップ から 

• ITで業務・商売を変革 



ビジネスＩＴの大転換期 

■ 重要な留意点 ■ 

① 小さく始めて育てる “やってみなければ分からない！” 

  ・調査、分析をしても答えは得られず 

   （ＩＴで業務をキャッチアップする時代は見えてきた） 

  ・【価値の減退】という前提からの転換点  

 
②ＩＴ中毒＝組織における行動の弱体化 



ビジネスＩＴの大転換期 

【ＩＴ中毒】 
ＩＴによる“行動の弱体化” 

ＩＴの過剰摂取による中毒を警戒し、阻止しなければ、 

デメリット＝中毒が急速に増えている 

２：６：２が２：８に!? 



“やってみなければ分からない！”時代 

行ってみる、触ってみる、嗅いでみる、本人に聴いてみる．．． 

 

こうした良質なアナログ時間＝”行動する時間”が 

極めて重要 

 

行動することで、 

自ら感じ取り、ひらめき、出会いを得る 

油断すれば行動する時間が蒸発する！ 



すべてのテクノロジーは 

油断と満身により人々に牙をむいてきた．．． 


